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議事日程 

 議 案 

  日程第１ 議案第４０号 新宿区教育委員会の権限に属する事務について新宿区教育委員

会教育長に臨時代理を指示する件 

 

 報 告 

１   小学校学校選択制の各学校別状況一覧（平成２２年度新入学者）及び 平成２２

年度新入学区立小学校の抽選について（学校運営課長） 
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午後 ２時００分開会 

───────────────────────────────────────────────── 

◎ 開   会 

○白井委員長 ただいまから平成21年新宿区教育委員会第10回臨時会を開会します。 

  本日の会議には熊谷委員が欠席しておりますが、定足数を満たしています。 

  本日の会議録の署名者は、松尾委員にお願いいたします。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎ 議案第４０号 新宿区教育委員会の権限に属する事務について新宿区教育委員

         会教育長に臨時代理を指示する件 

○白井委員長 それでは、議事に入ります。 

  「日程第１、議案第40号 新宿区教育委員会の権限に属する事務について新宿区教育委員

会教育長に臨時代理を指示する件」を議題とします。 

  説明を教育政策課長からお願いします。 

○教育政策課長 では、第40号議案について、議案概要、並びに新旧対照表に基づきまして御

説明申し上げます。 

  新宿区教育委員会の権限に関する事務について新宿区教育会教育長に臨時代理を指示する

件です。 

  新宿区立子ども園条例施行規則の一部を改正する規則についてですが、10月16日に、同条

例が区議会で可決、制定、公布される予定でありまして、規則の公布もその日にあわせて行

うため、日程の制約から、あらかじめ教育長に臨時代理の指示を行う必要があるためでござ

います。 

  臨時代理の指示内容ですが、新宿区立子ども園条例施行規則の一部を改正する規則を、21

年第３回新宿区議会定例会に提案されている新宿区立子ども園条例等の一部を改正する条例

が公布される日に制定すること。ただし、当該条例が原案どおり可決、制定され、新宿区長

が当該条例を公布した場合に限るものとするということでございます。 

  次に、具体的な改正内容ですが、一つ目は、児童福祉法による保育所運営費国庫負担金に

ついての通知が一部改正されまして、第３子以降の子どもの保育所における保育料を無料に

するという措置となりました。それに伴い、保育に欠ける子どもが子ども園、保育所、認証

保育所等、また特別支援学校幼稚部等に在籍している場合もカウントいたしまして、保育料

が低い順から数えて３番目以降の子ども園に在籍している子どもの保育料を無料とする減免
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措置を行うものでございます。 

  では、新旧対照表をごらんいただきたいと思います。 

  新旧対照表の１ページ目でございます。 

  こちらは、規則の第46条が減免規定の条文でございまして、その２項目以降に規定がござ

います。２項は、長時間保育とゼロ歳から３歳児までの保育に欠ける場合に別表第１を規定

しておりましたが、その別表第１に第３子減免の別表第２をつけ加えるものでございます。 

  そして、別表第２の追加に伴いまして、第３項の短時間、中時間保育に欠ける場合には、

別表第２を別表第３と改正し、第３子減免の別表第４を加えるという改正を行うものです。 

  また、別表の第３子減免については、後ほど詳しく御説明いたします。 

  概要の２の規定整備でございます。 

  まず、別表第２、第４の追加によりまして、新旧対照表１ページの第46条の第５項と第６

項のところを見ていただきたいと思いますが、こちらにも別表の表現がございます。そこの

ところをそれぞれ別表第３と第４を繰り下げ、別表第５、別表第６とするものでございます。 

  次に、第６項の、前３項の表記とございましたが、これを前４項の表記というように修正

いたしまして、その下の別表第１を追加するものでございまして、それはよくよく見たとこ

ろ修正が必要であったということがわかったため、このような修正を行ったものでございま

す。 

  次に、別表第１と別表第３の文言整理を行うものでございます。 

  こちらは、４ページ、５ページの改正後の別表をごらんいただきたいと思います。 

  こちらの下線部がついている部分が改正した内容でございまして、ほとんど文言整理でご

ざいますので、内容に変更はございません。例えば、階層のところの条件番号の４段目の４

というところですが、ここが「区市町村民税」と入っております。従前は、ここが「市町村

民税」と記載されておりましたので、正確を期するため「区」という言葉を入れたり、読点

を入れたり、あとは適用される額のところを箇条書きにして読みやすくしたり、その下の５

の欄でございますが、ここの括弧以下をただし書きに改めたり、その下のＣ１階層、７のと

ころの横ですが、ここもただし書きに改めたりとしたり、そのようなこまごました規定を整

理させていただいたものでございます。 

  それでは、第３子減免について御説明いたします。 

  新旧対照表の８ページ、９ページが別表第２でございます。また、14ページは別表の第４

の内容になっております。こちらは、先ほど申し上げたように、長時間とゼロ歳から３歳ま
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での対象が別表第２でございまして、短時間保育、中時間保育の保育に欠ける子どもが別表

の４となります。両方とも内容は同じでございますので、この別表第２で御説明したいと思

います。 

  もともと、階層区分はＡ階層、Ｂ階層、Ｃ階層、Ｄ階層というよう大きく分かれてござい

ますが、Ａ階層は生活保護世帯、Ｂ階層は区市町村民税非課税世帯となっておりまして、そ

の２つの階層はもともと保育料が無料となっておりますので、今回減免の対象となるのは、

Ｃ、Ｄ階層についてが対象でございます。 

  そこで、条例第８条第１項の保育することができないと認められる世帯で、３人以上の就

学前の子どもがいる場合で、既に条例等によりまして保育料が無料になっている子どもを除

き、その子どもたちが、この表の記載の施設等を利用している場合に減免とするものでござ

いまして、それぞれ表に記載のとおりの大きく４つのケースに分類されますが、それを無料

とするものです。 

  まず第１でございますけれども、その世帯に特別支援学校幼稚部等に係る子どもがいない

ときです。係る子どもがいないときというのは、言いかえてあります。要するに、特別支援

学校幼稚部に入所、または児童デイサービスを利用している子ども、これを以下特別支援学

校幼稚部等に係る子どもというように言いかえております。特別支援学校幼稚部の等という

ところでございますけれども、そこの内容は、知的障害児、難聴幼児、肢体不自由児などの

通園施設、児童デイサービス利用などの場合を指しております。要するに、ここで言ってい

ることは、保育所、子ども園、認証保育所等の利用のみの場合のとき、３番目に保育料が低

く、その子が子ども園に入園している場合にその子の保育料を無料とするという規定となっ

ております。 

  第２に、その世帯に特別支援学校幼稚部等に係る子どもが１人いるときで、子ども園にそ

の子を１番目とカウントして、それ以外の子どもたちが子ども園に入園している場合は、そ

のうちの低い子どもを除いて子ども園に入園している子どもがいる場合はその子は３番目以

降に当たりますけれども、その場合には、その子を無料とするという規定でございます。 

  さらに、同じく特別支援学校幼稚部等に係る子どもが１人いるときで、保育所、認証保育

所、家庭福祉員などを利用している場合で、子ども園に入園している子どもが３番目となる

場合には、その子を無料とするものでございます。 

  第４に、特別支援学校幼稚部等に係る子どもが２人以上いる場合で、子ども園に入園して

いる子どもが３番目以降になる場合は、その子ども園に入園している子を無料とするという
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取り扱いでございます。 

  以下、表の欄外に備考がありますが、１から６までは、それぞれ対象となる施設の用語の

定義でございます。７と８でございますが、ここは最も低い保育料が同額の子どもが２人以

上いた場合の最も低い子どもを決定する方法を定めたものでございまして、ここについては

別途要綱でその順位を決めるという取り扱いをしているものでございます。 

  そして、その次に、15ページを開いていただけますでしょうか。 

  15ページは、ここも新旧対照表をつけてございますが、先ほどの別表第３と別表４ですけ

れども、表番号を別表第５と別表６に繰り下げ、文言整理を行ったものでございまして、こ

の中にも、先ほど説明した区市町村民税等という文言のところも一部整理してございますの

で、その内容でここを添付させていただいているものでございます。 

  また概要にお戻りいただけますでしょうか。 

  最後に、施行日でございます。施行日は、この公布の日から施行いたしまして、適用につ

いては、平成21年12月28日までに申請を受け付けた分については、４月１日にさかのぼると

いう規定でございます。 

  なお、２ページ、３ページをお開きいただけますでしょうか。こちらに附則の規定が入っ

てございます。今、御説明したところは、第２の前段の部分にそのような規定が記載してご

ざいます。 

  そして、３番目のところでございますが、ここは申請を受け付けた日の部分を適用日とい

うように変えてございます。２ページの９項を見ていただきますと、条例17条の保育料及び

預かり保育料の減額または免除は、第７項の申請を受けた日が属する月の翌月からこれを行

うとございます。仮に11月15日に受け付けますと、次の翌月からということで、12月分から

が用になってしまい、４月１日にさかのぼれなくなってしまいます。附則でここの部分を適

用日というように置きかえ、適用日を４月１日とすることによりまして、ただし書き以降の

申請を受けた日が月の初日のときは当該月分から行うということで、４月分から適用するこ

とができるというように附則の第３項で規定するものでございます。 

  以上、雑駁ですが、このとおりでございます。 

○白井委員長 説明が終わりました。 

  御意見、御質問をどうぞ。 

  御意見、御質問等ありませんか。 

  松尾委員。 
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○松尾委員 質問ですが、15ページの新旧対照表がありますが、この文言で、改正案の別表第

５の冒頭のところに、短時間保育及び中時間保育を行う保育に欠ける子どもを除く子どもに

係る保育料の免除基準表とあります。この文章ですけれども、非常に長いんですけれども

「短時間保育及び中時間保育を行う」という言葉はどこにかかるんでしょうか。「保育に欠

ける子ども」の「子ども」にかかるのか「除く子ども」の「子ども」にかかるのでしょうか。 

○学校運営課長 実は、子ども園におきましては、短時間、中時間、長時間という保育時間を

設定しておりまして、基本的には、長時間保育の場合は保育に欠ける要件を必要としており

ます。ただし、短時間保育、中時間保育におきましては特に要件は必要ありませんが、中に

は、保育に欠ける要件をお持ちで、ただ時間的には短い時間で、長時間でなくても済むとい

う方がいらっしゃるわけなんです。したがいまして、ここで短時間保育、中時間保育、具体

的には３時までとか４時半までの保育を行う中で、保育に欠ける子どもがいた場合は、それ

を除いた残りの短時間や中時間を利用されている方、保育に欠ける要件をお持ちで、短時間、

中時間を利用されている方を除く。保育に欠ける子ども、短時間、中時間保育を行う中で保

育に欠ける子どもは除く子どもにかかる保育料であるということです。 

○松尾委員 そうしますと、後ろの「子ども」というのは、短時間、中時間保育でなくてもよ

いということですか。 

○学校運営課長 短時間、中時間保育の中には、保育に欠ける子どもと保育に欠けない子ども

がいます。２種類あって、その中で保育に欠ける子どもを除くそのほかの保育に欠けない子

どもたちのことを指しております。 

○白井委員長 表現的には、要するに短時間保育及び中時間保育を受けている保育に欠ける子

ども、これが一文なのだと思います。要するに松尾先生の御質問は、この部分でいうと、中

時間保育を行うの「行う」はどこにかかるのかという御質問でよろしいですか。 

○松尾委員 そうです。 

○白井委員長 おそらく、保育に欠ける子ども、までが１つの文で、ですから保育にかかるの

ではないでしょうか。 

○教育長 これは、子ども園であるがゆえに複雑になっていて、保育所ではこのような規定は

無いわけです。短時間、中時間もないし、保育に欠ける子どもが入るというのは要件ですの

で。子ども園は、特に４、５歳児は、幼稚園の部分もありますから、保育に欠けない子ども

たちも在籍しています。その子どものための短時間、中時間、そしてゼロ歳から上がってき

た子どもたちは基本的には長時間ですが、子ども園の良さは、お母さんの就労形態もさまざ
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まですから、４、５歳児になれば中時間を選ぶこともできるわけです。そのような中で、こ

こでは保育に欠ける子どもを除く子どもの短時間及び中時間の保育料のことを言っています。 

○木島委員 要は、保育に欠けるという部分を括弧して除いて考えるということですか。 

○教育長 そうです。保育に欠けない、幼稚園的な、ということでしょう。 

○松尾委員 そうすると、後ろの「子ども」に係ると思われます。 

○学校運営課長 そういうことです。 

○教育長 ですから、今回の規則の改正の趣旨である第３子減免にはかかわらない。繰り下が

っているということです。 

○教育長 別表第４が、まさに別表第５と対になる。こちらが今回の第３子減免です。 

○白井委員長 この保育に欠ける子どもに関しては、要するに教育委員会の管轄じゃないとい

う感じでしょうか。 

○学校運営課長 保育に欠けるお子さんにつきましては子ども園にも在籍するわけでございま

すので、多くは、子ども家庭部保育課、保育園に在籍するお子さんたちでございますが、子

ども園におきましても、保育園認可を取って、保育に欠けるお子さんたちをお預かりしてお

りますので、教育委員会にも関係することでございます。 

○木島委員 これは、今回は一部改正条例を可決したときに臨時代理を審議する件ですから、

これはこれでいいと思いますけれども、この条例について、教育委員会に関係する子ども園

の条例を後日時間をかけてもう少しわかりやすく直すように努力してほしいと考えます。 

○学校運営課長 条例も含めて、大変わかりづらくといいますか、もともとの条例につきまし

ても、四谷子ども園を立ち上げる際に、その四谷子ども園を１園を意識してつくられたとい

ったものが大半でございまして、今回、あいじつ子ども園が来年４月に、さらには、23年４

月には仮称西新宿子ども園が新たに含まれるといった中で、少し条例、あるいは規則に関し

ましても整理をして、わかりやすい表現、内容に見直していく必要はあるんだろうという認

識は持っておりますので、ぜひそういった観点で行っていきたいと思います。 

○教育長 国の第３子減免に加えて、新宿区では、認証保育所等に入所している人たちもカウ

ントして、第３子減免を実施するということで非常に状況は緩和している。そのことに伴っ

て、今の御意見ですけれども、規則などが複雑になっている。ですから、これが施行される

ときには、必要な方に、こういった制度が新たに設けられたということをきちんと周知して

いくわけですが、複雑なケースもあるでしょうから、該当する方には漏れなくこの制度の恩

恵を受けられるように相談などには対応してほしいと思っています。 
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○学校運営課長 まさにせっかく制度を設けても、実際にそういったものを利用できないよう

な状況にあっては、それは制度自体が生かされませんので、十分に周知を行った上で、漏れ

のないように努めてまいりたいと、このように考えるところでございます。 

○白井委員長 そのほか御意見ありますか。 

  それでは、教育委員会としては、先ほど木島委員からの御意見もありましたように、子ど

も園という特殊な制度設計の中で条例、その他規則等を対応していかなければいけないとい

う、ほかの条例、法律との関係もあって大変だと思いますが、わかりやすい表現等を念頭に、

将来的に整備していただくという要望と、あと、教育長から発言がありましたように、その

制度がわかりやすいような形で事務対応、その他をお願いしたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

  ほかに御意見、御質問はよろしいでしょうか。 

  それでは、これで討論及び質疑を終了いたします。 

  議案第40号を原案のとおり決定してよろしいでしょうか。 

〔異議なしの発言〕 

○白井委員長 議案第40号は原案のとおり決定いたしました。 

  以上で本日の議事は終了いたしました。 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◆ 報告１ 小学校学校選択制の各学校別状況一覧（平成２２年度新入学者）及び 

      平成２２年度新入学区立小学校の抽選について 

○白井委員長 次に、事務局からの報告を受けます。 

  事務局から説明をお願いします。 

○学校運営課長 本日はお忙しい中、報告を１件させていただくわけでございますが、前回、

10月１日に教育委員会定例会が開かれましたが、その際に、本来であれば御報告を差し上げ

るところでございますが、何分９月末までの実施ということで集計が間に合わなかったこと

から、本日臨時会において報告をさせていただくものでございます。御了承いただきたいと

思います。 

  報告の１、小学校学校選択制の各学校別状況一覧（平成22年度新入学者）及び平成22年度

新入学区立小学校の抽選について御報告をさせていただきます。 

  ９月１日から30日の間で実施をしておりました区立小学校の学校選択の結果につきまして、
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合計の数字で御報告をさせていただきます。 

  まず、受入可能数につきましては、今回2,400人、通学区域内の児童数、これは９月30日

現在の住民登録者に外国籍の方で小学校入学を希望される方を含めた数字でございますが

1,537人、選択希望者が409人、率といたしましては26.6％という状況になっております。ち

なみに、昨年度、今年の４月入学のケースでございますが、平成21年度につきましては、受

入可能数が2,480人、通学区域内の児童数1,549人、選択希望者が372人、希望率24％という

ことで、希望数、率とも、昨年度よりアップしております。 

  今回抽選を行う学校につきましては、上から順に申し上げますと、全部で５校ございます。

まず市谷小学校、次に早稲田小学校、余丁町小学校、落合第三小学校、西戸山小学校の５校

でございます。ちなみに、市谷小学校、余丁町小学校、西戸山小学校の３校につきましては、

昨年度も抽選の対象となっております。 

  学校別に御説明を申し上げますと、表がございますが、市谷小学校につきましては、通学

区域内の児童数が78名おりまして、そこから６人が他校への選択希望をしておりました。し

たがいまして、差し引きの72人が区域内の選択者ということになります。40人の市谷小学校

への選択希望者を加えた結果、112人が現時点での入学予定者ということになるわけでござ

いますが、受入可能数80人、抽選の基準を、年度途中においてクラス編成を行わないという

条件がございます。したがいまして、年度途中の転入、転学等に対応するために、年度当初

におきましては77名の入学というものを設定させていただいているところでございます。単

純計算では、通学区域内の選択者が72名なので抽選で５人が当選となるという状況でござい

ます。そして、抽選では兄弟が既に通学している場合その方を優先するということにしてお

りますので、今回は区域外からの選択者40人のうち兄弟関係が６名おりましたので、そのう

ちの５人が当選、残りの１名が補欠の１番に回りまして、兄弟関係を除くその他の34人が２

番から順に補欠番号を振られていくという状況になるわけでございます。 

  次に、早稲田小学校、こちらも同様に、選択結果は88人となり、通学区域内の選択者が59

人なので抽選で18名が当選となります。そして、区域外からの選択者29人のうち兄弟関係が

９名おりますので、その方たちは全員当選ということになり、残りの20人のうち９人が当選、

それ以外が補欠ということになります。今回、区域外からの選択者の中に双子のお子さんが

２組いらっしゃる関係で、その方たちは２人で１組という符番といたしますので、当選９組、

補欠が１番から９番という状況になるわけでございます。 

  次に、余丁町小学校です。選択結果は87人、通学区域内の選択者が54人なので抽選で23人
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が当選となります。そして区域外からの選択者33人のうち兄弟関係が７人おりますので、そ

の方たちは全員当選となり、残りの26人のうち16人が当選、それ以外が補欠という状況です。 

  落合第三小学校につきましては、選択結果は83人、通学区域内の選択者は55人ですので抽

選で22人が当選となり、区域外からの選択者28人のうち兄弟関係12名が当選、残りの16人の

うち10人が当選し、それ以外が補欠となるという状況です。 

  最後に、西戸山小学校についてですが、選択結果は91人、通学区域内の選択者が48人なの

で抽選で29人が当選となり、区域外からの選択者43人のうち兄弟関係が９人おりますので、

残りの34人のうち20人が当選、それ以外が補欠という状況です。 

  なお、補欠登録者につきましては、来年１月29日に各学校の入学予定者のうち、転出、あ

るいは国立、私立への合格者等の状況に応じまして順次繰り上げを行ってまいるということ

になります。 

  選択制の学校別状況及び抽選についての報告は以上です。 

○白井委員長 説明が終わりました。 

  報告１について、御意見、御質問のある方はどうぞ。 

  特にないでしょうか。 

〔異議なしの発言〕 

○白井委員長 特に御意見、御質問がないようですので、報告事項は以上で終了いたします。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎ 閉   会 

○白井委員長 以上で本日の教育委員会は閉会といたします。 

  お疲れさまでした。 

───────────────────────────────────────────────── 

午後 ２時３２分閉会 

 


